
水田等を活用した飼料生産・利用シリーズ

 

⑰
（「えさプロ」成果）

新しい飼料用イネ品種（４）

 

－東北中北部・九州向け新品種－

独立行政法人

 

農業・生物系特定産業技術研究機構

農林水産省

 

農 林 水 産 技 術 会 議 事 務 局

農林水産省委託プロジェクト「粗飼料多給による日本型家畜飼養技術の開発」



○新しい飼料用イネ品種「べこごのみ」（表紙）

 

、「タチアオバ」の開発

（表紙の写真）

べこごのみ（栽培適地：東北中北部、北陸および関東）

・地上部乾物収量が多い。
・アキヒカリより早生。

タチアオバ
（栽培適地：九州地域）

・全重が極多収。
・根が太く、極強稈で、ころび型

倒伏にも強い。
・極長稈で識別性が高い。

○飼料用イネ品種の熟期区分

寒冷地北部 中 晩
極
晩

寒冷地中部 早 べこごのみ 中 べこあおば 晩
極
晩

寒冷地南部 早 夢あおば 中 クサユタカ 晩 北陸193号
極
晩

温暖地
極
早 早 中 ホシアオバ・

（関東飼225号）
晩 クサホナミ

極
晩

クサノホシ・
リーフスター

暖地
極
早 早 （西海飼261号） 中 モーれつ 晩

ニシアオバ・
（西海飼262号）

極
晩 タチアオバ

あきたこまち コシヒカリ 日本晴 ヒノヒカリ ニシホマレ ミナミヒカリ（同熟期の食用品種）
ひとめぼれ



○飼料用イネ品種の栽培適地

クサユタカ

・子実収量が高く、極穂重型

・玄米は千粒重が３５ｇを越す極大粒

クサノホシ

・子実と茎葉の収量が高く、極穂重

 

型

・縞葉枯病に抵抗性

新品種：タチアオバ

ホシアオバ

・子実と茎葉の収量が高く、極穂重

 

型

・玄米は千粒重が３０ｇ程度の極大

 

粒

・縞葉枯病に抵抗性

ニシアオバ

・晩生で、乾物収量が多い。

・極大粒であり、識別性がある。

・耐倒伏性は中程度、極多肥栽培は避け

 

る。

新品種：べこごのみ

クサホナミ

・子実と茎葉の収量が高く、極穂重型

・籾や葉に毛がない無毛性品種

・縞葉枯病に抵抗性

夢あおば

・早生で、乾物収量が多い。

・耐倒伏性が強く、湛水直播栽培に適する。

・大粒であり、識別性がある。

べこあおば

・地上部乾物収量が多い。

・耐倒伏性が強く、直播栽培に適する。

・子実が大粒であり、識別性がある。

リーフスター

・茎葉部分が大きく、乾物収量が高い。

・生産物中の籾の割合が少ないため、

未消化籾の排泄量が少ない。

・いもち病圃場抵抗性が強い。

栽培適地の拡大と品種の選定栽培適地の拡大と品種の選定

早生と極晩生の新しい飼料用イネが２品種追加された。各地域の品種の

 

選定では、できるだけ多くの飼料用イネ品種を試作し、それぞれの作付・栽培

 

体系に適する品種を選定する。



べこあおば ・

 

べこごのみ

 

東北農業研究センター

 

低コスト稲育種研究東北サブチーム

〒014-0102

 

秋田県大仙市四ツ屋字下古道３

 

Tel:0187-66-2773,Fax:0187-66-2362

夢あおば ・

 

クサユタカ

 

中央農業総合研究センター

 

低コスト稲育種研究北陸サブチーム

〒943-0193

 

新潟県上越市稲田1-2-1

 

Tel:025-526-3239, Fax:025-524-8578

ホシアオバ

 

・

 

クサノホシ

 

近畿中国四国農業研究センター

 

低コスト稲育種研究近中四サブチーム

〒721-8514 広島県福山市西深津町6-12-1

 

Tel:084-923-4100,Fax:084-924-7983

ニシアオバ

 

・

 

タチアオバ

 

九州沖縄農業研究センター

 

低コスト稲育種研究チーム

〒833-0041福岡県筑後市大字和泉496 Tel:0942-52-0647, Fax:0942-53-7776

クサホナミ

 

・

 

リーフスター

 

作物研究所

 

低コスト稲育種研究チーム

〒305-8518

 

茨城県つくば市観音台2-1-18 Tel/Fax:029-838-8536

○飼料用イネ品種の育成地における特性および収量試験の窒素施肥量

育成機関への問い合わせ育成機関への問い合わせ
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